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1.まえがき

表層地盤の届厚を簡便に評価する方法として一次元波動論に基づいた方法が提案されている1)｡しかし盆

地状の不毛形表層地盤にこの方法を直接的に適用できるわけではない｡そこで表層地盤の不整形性に基づく

地盤の振動特性を何らかの方法で評価することにより､このような簡便な手法で表層地盤の構造を推定する

ことが可能になると考えた｡このような目的で2次元FEMによる地震応答解析で盆地状の表層地盤の振動

特性について検討してみたのでここに報告する｡

2.解析方法

解析対象として盆地状の単層の表層地盤を選定した｡図
-1にその2次元FEMメッシュおよび境界条件を示す｡

表層地盤の物性値は義一1に示す3種類とした｡これらの

条件のもと､まずモード解析を行って表層地盤の卓越振動

義一1　解析で使用した表層地盤の物性値
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図-1　FEMメッシュと境界条件

モードを確認した後､時刻歴応答解析を行った｡入力地票動は､振動型である^戸港のNS成分(1968.5.16,

十勝沖地賓)と衝撃型である関北積の楕軸直交方向成分　(1978.6.12,宮城県沖地震)の2種類であり､ 10

秒間の主要動の加速度データを最大加速度を150galに基準化して使用した｡表層地盤の振動性状を評価する

ため､解析結果の加速度応答波形に関して､図-1中に示す

地表面に位置する13節点(a～m)のパワースペクト

を求めた｡さらに`sHAKE `により､上記13

節点に対応する表層厚での地質応答解析を実施し､

一次元波動論に基づいた振動特性を同様にパワー

スペクトルで表現することにした｡

3.解析結果

表層地盤の不整形性が解析結果に顕著に現れる

せん断汝速度Vs= 50m/secの表層地盤に､八戸港

の地震波を入力した場合について説明する｡図-

2は着目する位置でのパワースペクトルを傾斜部

の着目位置に対応させて示したものである｡図の
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縦軸がパワースペクトル密度､横軸が着目位置､　｡

斜軸が周波数である｡図から明らかなように､表

層地盤が比較的浅い位置(a～C)ではスペクト

ルは入力地貢動のそれとほとんど変わらず､表層
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図-2　地表面位置の変化による

加速度応答スペクトルの推移
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Frequency　= 1.56Hz

Effective Mass Ratio　=　0.33

図-3　FEMモード解析による基本振動モード

での増幅はあまり認められない｡これに対し､

表層厚が増加するにつれ､地盤固有の振動数

成分が著しく卓越してくる｡これは図-3･に

示すモード解析結果で得られた表層地盤の基

本せん断振動(約1.6ⅡZ)モードに対応してい

る｡また図-2のスぺトル中には傾斜部の中

央付近で､一次元波動論では得られない傾斜

基盤を有する表層地盤固有のものと考えられ

る比較的高い振動数成分(約2.8Ez)が卓越し

ていることが認められる｡図一4は､せん断

汝速度50m/sec　の表層地盤に対し､ (a)八

戸港､ (ち)関北膚を入力地震動とした場合に

関して､入力地震動の卓越振動数(約0.6Iz)､

モード解析から得られた基本振動数(約1.6E

z)および上記のこれよりやや高い振動数(約

2.8ⅡZ)の3種類について､傾斜部の位置に対

応させたスペクトル密度を示したものである｡

これらの図より､ 1.印Zの成分はf～h付近､

つまり傾斜部のほぼ中央部で急激に減衰して

いるのに対し､ 2.8Ezの成分は傾斜部中央で

のみピークを有している｡このことは､地盤

の物性値を変えた他のケースでも認められた

が､地盤の剛性が大きくなるほど現れ難くな

ることも確認された｡従って､これらの振動

性状を評価できれば､不整形表層地盤の構造

の推定ができる可能性があると言える｡

4.まとめ

(D基盤に傾斜部があると､基盤平坦部の卓

越振動は傾斜部で急激に減衰する｡これに対

し､基盤の傾斜中央部でのみピークを有する
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図-4　3種類の振動数に関する

加速度応答スペクトルの分布

卓越振動成分が存在する｡

②上記の振動性状を評価すれば､不整形表層地盤の構造の推定精度の向上につながると判断される｡
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